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研究成果の概要（和文）：英語教員志望生や現職英語教員の専門職能開発と省察的授業研究を促

すプログラムを、日・英の研究者の協力を得て開発・実践・研究することにより、日本におけ

る効果的な教師教育の理念と今後の研究の方向づけを探求することができた。また、理論と実

践の統合の立場から、研究の成果について国内外の学会で個人・協働発表を行い、論文・書籍

としても公表することができた。 
 
研究成果の概要（英文）：Through collaboration with Japanese and British researchers, I 
could promote pre-service and in-service EFL teachers’ professional development and 
reflective practice, and consider the principles of effective teacher education and 
possible future directions for further research in that field. In light of the integration 
of theory and practice, I gave individual or collaborative presentations in various 
conferences inside and outside Japan. I could also publish various papers and books on 
my research topic.  
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研究分野：社会科学 
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１．研究開始当初の背景 
（１）教員の専門的資質能力、実践的指導力
の向上のために、教育政策として「教員養成
過程の質的向上」「教職大学員制度の創設」
「教員免許状更新制の導入」が提唱された。
（２）英語教育において、指導者が専門的知

識・教育学的スキル・人間関係スキル・個人
的特性を活用し、理論・実践・研究の統合を
通して専門的成長、授業力の向上、教師オー
トノミーの育成を図ることが期待されてい
る。 
 



２．研究の目的 
英語教員志望生、現職英語教員の専門職能開
発と省察的授業研究を推進する大学教員養
成学部・大学院プログラムを、日・英の大学
間で研究することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
（１）英国バーミンガム大学の教授陣を共同
研究者として、日・英間の教育政策、大学学
部・大学院の教師教育プログラムについて調
査・研究する。 
（２）所属学会のメンバーである国内・外の
研究者と連携しながら、本研究を全国的・国
際的に拡大し、研究発表、シンポジウム開催、
論文投稿などで成果を公表する。 
（３）大学を核として、教育委員会、学校な
どとの連携により、新しい教員養成・教師教
育プログラムを開発・実践・研究する。 
（４）大学教師教育実践者・教職志望生・現
職教員の協働により、学習者・指導者向けの
ポートフォリオを活用した省察的授業プロ
グラムを開発・実践・研究する。 
 
４．研究成果 
（１）英国のバーミンガム大学のみならず、
ノッティンガム大学、ウオーリック大学、リ
ーズ大学の教師教育者、さらにフィンランド
（ヘルシンキ大学）の研究者とも情報交換を
図ることができた。これによって、海外研究
者との今後の共同研究体制を考慮できた。 
（２）日本教師教育学会全国大会、全国英語
教育学会シンポジウム、大学英語教育学会
(JACET)全国大会（大会委員長）、JACET 支部
大会(支部長)を主催したことに加え、JALT 国
際大会、IATEFL 国際大会、学会研究会などで
研究成果を発表した。これによって、国内外
で研究テーマを共有し合い情報を交換でき
た。 
（３）県の指導主事・現職教員を対象とする
講演会、各種教員研修会、教員免許状更新講
習などで、本研究成果に基づき、現職教員向
けの指導助言を行い、意識の高揚を図った。 
（４）教職志望生、現職教員との協働で、ポ
ートフォリオを活用した教育実習や省察的
授業研究を継続的に実践した。収集した多様
なデータの分析結果を、各種研究大会で発表
し論文にもまとめた。 
（５）JACET50 周年記念刊行事業、JALT 研究
会刊行プロジェクトに、編集者・執筆者とし
て関わり、本研究を執筆内容とする書籍を刊
行できた。 
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